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及び epinephrineの相乗作用は huminal投与に
より抑制される。この等のことより貧血腎より放出
される昇圧性物質と副腎ホノレモンの相互関係につい
て討論した。 
5. 犬の副腎不全症の発現機序について
永持和一，阿部和雄，藤田 猛
吉見健幹， (第二生理〉
犬における副腎不全発症は DCA投与中止後の発
症は無処置経過後に於けるより速かに現われる。何
れの場合にも血清 Na濃度の低下及び血 K濃度の
上昇をみるが，血液濃縮は DCA中止後の発症に著
明であり，また，食塩排j世負平衡も同様であり，術 
後無処置経過にては特に acidosisを伴わぬ限り紘
く軽微である。即ち，食塩喪失説は特殊の場合にの
み成立する。 このことは cortisone投与生存例ょ
りも観察される。
副腎不全発症に於ける直腸温低下，血液濃縮及び
房室  blockは epinephrine投与により速かに回
復するも反復投与により反応性を失う。副腎皮質ス
テロイド投与はこの反応性を維持させる。以上の事・
実より副腎不全発症は皮質ステロイド欠損による 
epinephrine反応性消失が重要なる役割をなし，
体内塩水分分布異常に基く血清電解質異常により促
進されると解釈され得る。
6. 転移巣症状の著明な肺臓癌の 1剖検例
大久保春雄，斎藤智子， (第二病理〉
患者は， 54才，男子， 1955年 3月感冒後頭痛持続
し，.6月，頭痛，悪心を主訴として入院， 以後，幅
吐，瞳孔不同症， 意識障碍等加わり， 8月下旬，発
熱，咳噺， 呼吸困難等肺炎症状を起し， 9月 1日死
亡。剖検するに，脳脊髄軟膜は癌転移による強い潤
濁を呈し，大脳，小脳皮質にも癌細胞浸潤があっ
た。癌原発巣は，右肺尖部，陥入せる肋膜下の茨粉
沈着著明な癒痕組織より発生した鳩卵大の所謂，癒
痕癌 (Nar・benkrebs)であった。転移は脳の他両側
及び肺門リンパ腺，肝，両側副腎，下垂体被膜下，
心外膜，脊椎，腸間膜及び傍大動脈，胃周囲の各 p 
yバ腺で、あった。
肺炎巣は，右上下葉に認めた。肺に於ける癒痕癌
は，多く結核性癒痕より発生するがp ヌド例が結核性
との断定は下せない。本例の如く小なる原発巣に対
し，著明な転移巣症状を呈すのは漉痕癌のー特徴で、
ある e 
7. 重複癌く胃癌と肺臓癌〉の 1剖検例に就て
佐藤岩松，小田博之
(第二病理〉
患者は 62才の男子，発病は昭和 30年 10月末よ
り強い暖噺と血疫を以て，約 5ヶ・月間の経過にて死
亡せる症例である。剖検するに， 
1) 原発性右肺臓癌。組織学的に燕麦細胞癌。 
2) 原発性胃噴門癌。組織学的に円柱上皮癌。 
3) 肝，腎，副腎，謄，気管及び大動脈周囲淋巴
腺の癌性転移巣，を認めるも，之等転移巣は組織学
的に，肺癌と同じく，燕麦細胞癌である。急速且つ
広範囲に転移するのは，肺癌の特徴とされている。
また，重複癌の症例は稀であり，吾が国に於ては，
癌剖検例数の 0.4 ~O.9% 程度である。吾々はこ与に
同一個体に，各々組織像を異にする，肺に於ける燕
麦細胞癌と胃に於ける円柱上皮癌とを有する剖検症
例を試みたのでここに報告した次第である。
8. エシテロトキシシの毒性試験に関する研究
藤原喜久夫，石躍丈夫
横瀬俊昭，く衛 生〉 
演者等はプドウ球菌の産生するエンテロトキシシ
に就いて，その動物実験による毒性試験法を検討す
る結果次の成績を得た。 
1) 仔猫或は仔犬に非経口的に投与せられた場合
に，下痢，恒吐の発現を以ってエ yテロトキシユ/陽
性と判定せられた試料を人体に摂取せしめても，何
等毒性を現わさぬ場合が非常に多い。 
2) エシテロトキシ y毒物の抽出分離精製を行う
と，精製標品には上記動物に対する毒性は認められ
ない。 
3) 仔猫に対し有毒なる物質は， pH 3.5で沈澱
しないが，人体に毒力を現わすエンテロトキシシ毒
物は，この条件下で明らかに沈澱部に移行する。
以上の実験成績よりエ yテロトキシ yの毒性試験
に於て，仔猫或は仔犬を実験動物として使用する事
は必ずしも適当で。ないと考える。 
9. 無菌雛血清の殺菌カに関する研究
田波潤一郎，国分 信，長谷川博道 
慎二郎)1海宝豊徳，菅沼知久，中村
中原毅，中原和夫， (衛 生〉
新らし試作した，飼育装置によって，第 I群 6羽，
第E群 3羽の雛を無菌状態に飼育し，第 I群のみは
